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第 29 号
2020年4月

～

2021年3月
吉野作造記念館だより吉野作造記念館だより

『ケロッキーブーとおおきなあな』
　作：ＮＰＯ法人古川学人
　絵：菅原暢子（吉野作造記念館職員）
（あらすじ）ケロロ、ウッキー、ブーカは
とってもなかよし。ある日、森のなかで
あそんでいると、大きな穴を発見しまし
た。さてこの大きな穴をどうしようかと
話すうち、けんかがはじまって…

　「親子で選挙に親しめる絵本をつくり、未来の有権者を育てる」というテーマで行ったクラウド
ファンディングは、目標額を大幅に上回るご支援をいただき、プロジェクト成立となりました！ 
　ご支援をいただいた皆様に心より御礼申し上げます。

「親子で選挙に親しむ」主権者教育のための絵本

『ケロッキーブーとおおきなあな』出版決定‼

ケロロ ウッキー ブーカ サクゾウさん
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NPO法人古川学人「３つの作造<つく>る」 未来づくり ―次世代育成―

11
月
1
日
〜
29
日

お
お
さ
き
芸
術
コ
ン
ク
ー
ル　

チ
ャ
リ
テ
ィ
展
覧
会

（
宮
城
県
共
同
募
金
会
「
み
や
ぎ
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
助
成
事
業
）

　

大
崎
市
の
小
・
中
・
高
校
、
支
援
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
「
お
お
さ
き
芸
術
コ

ン
ク
ー
ル
」「
自
由
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。
11
月
に
は
ご
応
募
い
た
だ
い

た
計
44
作
品
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
作
品
を
つ
く
っ
て
出
品

す
る
こ
と
で
、
困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
た
す
け
よ
う
と
い
う
企
画
で
す
。

↑　写真の部　最優秀賞
「ゴマダラカミキリみいつけた！」
鈴木比奈子さん（古川黎明中1年）

←　絵画の部（中学生）最優秀賞
「コースター」

清野佳蓮さん（古川東中1年）

※自由研究部門は応募がありません
でした。

展示会場で募金活動を実施し、総額3万円を新型コロナウイルス感染症
対策のために大崎市に寄附しました。（1月29日）

表彰式（11月22日）。最優秀賞のほか、
優秀賞4作品、理事長賞1作品が選出。

↑　絵画の部（小学生）　最優秀賞
「私の大切な場所」

加藤颯華さん（古川第三小4年）

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
が
進
め
る

「
み
や
ぎ
の
志
教
育
」
な
ど
、
郷
土

の
先
人
の
学
校
教
育
で
の
活
用
を
支

援
す
る
た
め
、
吉
野
作
造
の
業
績
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

「
わ
た
し
た
ち
の
先
輩
・
吉
野
作
造
」

を
大
崎
市
内
の
小
・
中
・
高
校
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

学
校
巡
回
パ
ネ
ル
展古川工業高校での展示

（10月23日）
古川学園中学・高校での展示
（8月25日～10月16日）
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ご挨拶
　

吉
野
作
造
記
念
館
は
開
館
26
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
と
い
う
未
曽
有
の
困
難
な
状
況
の
中
、
市
民
な
ら
び
に
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
こ

の
１
年
の
間
感
染
対
策
や
入
場
制
限
な
ど
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
10
年
―
記
念
館
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学

人
で
は
、
こ
の
節
目
の
年
に
新
た
な
歩
み
を
始
め
る
た
め
、
昨
年
２
つ
の
募
金
へ
の
ご

協
力
を
皆
様
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
一
つ
は
「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
社
会

性
を
育
て
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
参
加
し
た
宮
城
県
共
同
募
金
会
の
「
み
や
ぎ
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
も
う
一
つ
は
主
権
者
教
育
（
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
）
の

た
め
の
絵
本
出
版
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
目
標
額
を
大
幅

に
上
回
る
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
記

念
館
は
震
災
後
の
こ
の
10
年
、
展
示
・
研
究
活
動
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
加
え
、

広
く
館
内
外
で
社
会
教
育
、
主
権
者
教
育
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
多
く
の
ご
支
援
は
、
こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
へ
の
ご
評
価
、
か
つ

今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
対
す
る
大
き
な
ご
期
待
だ
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
模
索
す
る
日
々
で

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
か
ら
段
階
的
に
講
座
な
ど
の
行
事
を
再
開
し
、
ま
た

ウ
ェ
ブ
上
で
の
電
子
展
覧
会
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
と
し
た

芸
術
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
記
念
館
に
お
越
し
い
た
だ
け
な
い
状
況
で
も
ご
利
用
い
た
だ

け
る
行
事
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
今
年
は
、
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
支
援
金
に
よ
り
、
主
権
者
教
育
の
た
め
の
絵
本
『
ケ
ロ
ッ
キ
ー
ブ
ー
と
お
お
き
な
あ

な
』
を
刊
行
予
定
で
す
。
文
・
絵
と
も
に
記
念
館
職
員
に
よ
る
手
作
り
で
す
が
、
大

変
読
み
ご
た
え
の
あ
る
絵
本
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ケ
ロ
ロ
・
ウ
ッ
キ
ー
・

ブ
ー
カ
と
い
う
３
匹
の
愛
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
と
共
に
、
ご
家
庭
で
楽
し
く
選

挙
、
そ
し
て
民
主
主
義
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
将
来
の
立
派
な
主
権
者
を
育
む
一
助
と

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

新
た
な
四
半
世
紀
を
目
指
す
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
展

示
、
時
宜
に
か
な
っ
た
テ
ー
マ
で
の
講
演
会
・
講
座
を
は
じ
め
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
「
集
い
、
学
び
、
つ
な
が
り
、
そ
し
て
、
楽
し
め
る
」
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
絵
本
も
活
用
し
た
主
権
者
教
育
事
業
を
通
し
、
社
会
の
課
題
に

つ
い
て
学
び
向
き
合
う
子
ど
も
や
若
者
の
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

吉
野
作
造
記
念
館
は
市
民
の
熱
い
希
望
と
期
待
を
受
け
て
開
館
し
ま
し
た
。
記
念
館

が
成
長
す
る
に
は
、
市
民
の
声
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
展
示
観
覧
や
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
活
動
場
所
と
し
て

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

記
念
館
は
こ
れ
か
ら
も
、
吉
野
作
造
の
業
績
、
思
想
と
行
動
を
伝
え
る
と
共
に
、
市

民
が
学
び
、
活
動
で
き
る
場
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。
吉
野
が
人
間
の
自
由
と
人
格
を

重
ん
じ
、
民
主
主
義
、
国
際
平
和
、
文
化
的
生
活
を
追
い
求
め
、
社
会
に
貢
献
し
な
が

ら
理
想
と
す
る
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
鑑
み
、
第
２
・
第
３
の
吉
野
作
造

の
輩
出
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吉
野
作
造
記
念
館

館　

長　

氏　

家 　
　
　

仁
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トピックス（新型コロナウイルス関連）

　吉野作造記念館電子展覧会　公開スタート！
⇒https://www.yoshinosakuzou.info/blank-16

　中止となった前期企画展に代わり、当館ウェブサイト上
にて記念館の所蔵資料から吉野作造の生涯をたどる「宮
城・大崎の先人吉野作造」（左）、児童向けの「わたしたち
の先輩・吉野作造」（右）の２つの電子展覧会を公開しま
した。自由研究、吉野作造検定の予習などにもどうぞ。

７月29日　　

吉
野
作
造
記
念
館
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
お
よ
び
大
崎
市
教

育
委
員
会
の
対
応
方
針
に
基
づ
き
、
当
館
も
２
０
２
０
年
３
月
３
日
〜
５
月
11

日
の
期
間
、
展
示
室
を
閉
鎖
し
、
一
切
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
４
月
１
日
現
在
も
一
部
施
設
の
利
用
な
ど
に
関
し
制
限
を
設
け
て
い

ま
す
。
利
用
者
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒

ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２０２０年５月以降の主な対応

アクリル板の設置（研修室・講座室）

消毒の徹底（出入口ほか）

座席の間隔確保（研修室・講座室）

入館時の検温と連絡先等の記入（受付）
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トピックス（2020年7月～10月）
7
月
29
日

歴
史
講
座

災
害
と
向
き
合
う
人
々

―
災
害
は
ど
う
伝
え
ら
れ
た
か
―

講
師
：
後
藤 

彰
信 

氏　

（
柴
田
町
文
化
財
保
護
委
員
）

9
月
27
日

歴
史
講
座

―
み
や
ぎ
の
明
治
村
を
探
る
―

講
師
：
後
藤 

悦
雄 

氏　

（
登
米
市
文
化
財
保
護
委
員
）

10
月
〜
11
月

基
礎
講
座

10
月
14
日

　

１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
を
テ
ー

マ
に
、
報
道
を
通
じ
て
災
害
が
被
災
地

域
の
人
々
の
体
験
か
ら
、
社
会
の
共
通

体
験
と
な
っ
て
い
く
過
程
を
史
料
か
ら

み
て
い
く
と
い
う
講
座
。
緊
急
事
態
宣

言
解
除
後
初
の
当
館
主
催
事
業
と
な
り

ま
し
た
。

※
２
０
２
０
年
３
月
７
日
に
予
定
さ
れ

て
い
た
前
年
度
歴
史
講
座
第
２
回
の
内

容
で
す
。

　

登
米
市
登
米
町
は
明
治
初
頭
、
旧
水

沢
県
の
県
庁
が
置
か
れ
、
旧
水
沢
県
庁

舎
や
登
米
小
学
校
旧
校
舎
な
ど
、
貴
重

な
明
治
時
代
の
建
築
が
現
在
ま
で
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
本
講
座
で
は
、
建

築
遺
構
か
ら
み
る
明
治
時
代
の
登
米
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

読
み
や
す
い
文
章
を
中
心
に
、
吉
野

作
造
の
原
著
を
読
む
全
４
回
講
座
。
前

半
２
回
は
佐
藤
学
芸
員
に
よ
る
吉
野
の

直
筆
原
稿
を
読
む
講
座
、
後
半
２
回
は

氏
家
館
長
に
よ
る
、
中
国
に
滞
在
し
て

い
た
時
期
の
吉
野
の
随
筆
を
解
説
す
る

講
座
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
る

石
巻
市
の
歴
史
と
復
興
を
た
ど
る
バ
ス

ツ
ア
ー
。
津
波
被
害
を
受
け
た
宮
城
県

慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
サ
ン

フ
ァ
ン
館
）、
震
災
直
後
、
壁
新
聞
と

し
て
発
行
さ
れ
た
『
石
巻
日
日
新
聞
』

を
展
示
し
て
い
る
石
巻
ニ
ュ
ー
ゼ
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

県
庁
所
在
地
時
代
の

登
米
に
つ
い
て

吉
野
作
造
の
文
章
を

読
ん
で
み
よ
う

石
巻
文
化
探
訪

バ
ス
ツ
ア
ー
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企画展＆関連イベント（後期）
１
月
17
日
〜
３
月
28
日

後
期
企
画
展

災
害
と
復
興
の
お
お
さ
き
近
現
代
史

後
援
：
大
崎
市　
　

大
崎
市
教
育
委
員
会

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
前
に
、
地
震
、
火
災
、
風
水
害
、
伝
染
病
な
ど
様
々

な
災
害
に
、
日
本
そ
し
て
大
崎
の
先
人
が
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
、
郷
土
を
ど

の
よ
う
に
復
興
し
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
き
た
の
か
を
、
記
念
館
所
蔵
の
地
域
資

料
か
ら
た
ど
る
展
示
で
し
た
。

〈
企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
〉

2
月
18
日

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

講
師
協
力
：
社
会
福
祉
法
人　
　
　

大
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
古
川
支
所

　

防
災
に
役
立
つ
知
識
を
楽
し
み
な
が

ら
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。「
災
害
時
に
自
分
な
ら
ど

う
す
る
か
」
を
考
え
伝
え
あ
う
ゲ
ー
ム

形
式
の
防
災
教
材
「
防
災
ク
ロ
ス
ロ
ー

ド
」
の
体
験
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を

使
っ
た
マ
ス
ク
、
新
聞
紙
を
使
っ
た

ク
ッ
シ
ョ
ン
や
ス
リ
ッ
パ
と
い
っ
た
、

身
近
な
も
の
を
活
用
し
た
簡
単
な
災
害

対
応
グ
ッ
ズ
づ
く
り
体
験
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

２
月
28
日

講
座

講
師
：
佐
藤 

大
介 

氏　

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
歴
史
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
）

　

被
災
し
た
歴
史
資
料
の
救
出
・
保
護

な
ど
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
宮
城
資
料

ネ
ッ
ト
の
佐
藤
大
介
氏
を
お
招
き
し
、

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
佐
藤
氏
は

２
０
１
１
年
の
震
災
後
に
も
当
館
主
催

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
回
の
講
演
は
そ
の
後
現

在
ま
で
10
年
間
の
取
り
組
み
も
ふ
ま
え

た
も
の
で
し
た
。

大崎市内に残されていた、100年前の
スペインかぜの猛威を伝える書簡。

関東大震災を契機に始まった明治文化
研究会の資料収集・保護活動。

近代の災害や、上水道敷設、消防組
など住民の取組みを写真と史料で紹介。

記念館がある旧荒雄村から送られた、
関東大震災の支援物資の木札。

日
ご
ろ
の
備
え
大
丈
夫
‼

『
聞
い
て
・
作
っ
て
災
害
に
役
に
立
つ
』

災害時に必要な物を当てる
「防災ビンゴゲーム」

間仕切り用テント、段ボール製簡易ベッドなど
実際に災害避難所で使われる用具を展示

地
域
の
文
化
財
を
災
害
か
ら
守
る

―
東
日
本
大
震
災
後
の

歴
史
資
料
レ
ス
キ
ュ
ー
―
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宮
城
資
料
ネ
ッ
ト
が
震
災
後
に
被
災

地
か
ら
搬
出
し
た
個
人
蔵
の
史
料
は
83

件
、
記
録
さ
れ
た
文
書
は
60
万
フ
ァ
イ

ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
延
べ
人
数
は

８
０
４
４
人
に
も
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
民
間
所
在
史
料
の
被
害
の
全
容
が

現
在
も
把
握
で
き
な
い
こ
と
、
被
災
し

た
史
料
を
保
管
す
る
た
め
の
施
設
新
設

が
ゼ
ロ
で
あ
る
な
ど
、
課
題
は
多
い
と

佐
藤
氏
は
語
り
ま
す
。

　

日
本
の
民
間
所
在
史
料
は
世
界
で
も

稀
に
見
る
規
模
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
史
料
を
救
出
・
保
護
し
て
い

く
こ
と
は
、
復
興
へ
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
、
史
料
を
核
と
し
た
人
々
の
つ
な
が

り
の
形
成
な
ど
、
被
災
者
へ
の
「
心
理

社
会
的
支
援
」
の
意
義
も
大
き
い
こ
と

を
佐
藤
氏
は
指
摘
し
、
保
護
の
た
め
の

持
続
的
な
活
動
に
よ
っ
て
史
料
と
市
民

の
関
係
が
生
ま
れ
、
歴
史
が
受
け
継
が

れ
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

２
月
〜
３
月

吉
野
作
造
検
定

　

４
回
目
と
な
っ
た
吉
野
作
造
検
定
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の

た
め
、
２
月
〜
３
月
の
間
で
各
受
験
者

の
皆
様
に
受
験
日
を
任
意
で
選
ん
で
い

た
だ
く
形
で
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

電
子
展
覧
会
な
ど
、
受
験
日
以
外
で
ご

来
館
が
難
し
い
方
向
け
に
、
予
習
の
た

め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
ま
し
た
。

初
級
：
受
験
者
２
名
、
合
格
者
２
名

中
級
：
受
験
者
６
名
、
合
格
者
５
名

上
級
：
受
験
者
３
名
、
合
格
者
２
名

※
古
川
工
業
高
校
116
名
は
除
く

　

古
川
工
業
高
校
１
年
生
116
名
の
皆
さ

ん
が
、
初
級
に
挑
戦
し
ま
し
た
！
（
３

月
17
日
）

3
月
14
日
・
28
日

講
座

講
師
：
後
藤 

彰
信 

氏　

（
柴
田
町
文
化
財
保
護
委
員
）

　

１
９
２
３
年
（
大
正
12
）
の
関
東
大

震
災
が
日
本
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
か
を
見
て
い
く
２
回
講
座
。

第
１
回
は
「
関
東
大
震
災
の
流
言
蜚

語
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
震
災
時
の
デ

マ
が
発
生
し
た
過
程
と
、
人
々
の
行
動

に
与
え
た
影
響
を
見
ま
し
た
。
第
２
回

「
関
東
大
震
災
後
の
社
会
」
は
、
被
災

体
験
が
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
く
過
程
を

「
天
譴
論
」
を
軸
に
追
う
内
容
で
し
た
。

関
東
大
震
災
、

社
会
を
揺
ら
す

検定前講座（１月31日）
中級・上級受験者向けの特別講座。

吉
野
作
造
検
定
に

高
校
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
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ＮＰＯ法人古川学人へのご支援・ご協力のお願い
ＮＰＯ法人古川学人（吉野作造記念館指定管理者）は、

吉野作造のデモクラシーの理念を継承し、
市民一人一人の力による民主主義社会の発展に貢献します。

ＮＰＯ法人古川学人がめざすもの～３つのＮＰＯ法人古川学人がめざすもの～３つの作作
つつ

造造
くく

る～る～

•高等学校等での主権者教育・代理
投票の啓発

•高校生デモクラシー塾
•子ども投票体験
•親子で選挙に親しむ絵本の作成

将来の有権者である青少年の
政治教育・選挙教育に
取り組みます。

人づくり
―主権者教育―

⇒P10

•おおさき社会貢献大賞
•吉野作造フェローシップ
•芸術・文化振興事業
•市民交流事業

一人一人の市民が主役になる
地域社会の担い手育成に

取り組みます。

街づくり
―市民社会育成―

⇒P11

•吉野作造記念弁論大会
•自由研究サポート
•大崎市学校巡回パネル展
• 教 育 支 援 事 業（NPO法 人
Synapse40への協力）

•健康増進事業（NPO法人
　ハッピィート大崎との共催）

未来社会の主役である
子どもたちの社会教育・
文化教育に取り組みます。

未来づくり
―次世代育成―

⇒P2,P11

主権者教育のための絵本
『ケロッキーブーとおおきなあな』

出版決定！ご協力ありがとうございました
　「親子で選挙に親しめる絵本を制作し出版する」ことをテーマに、ウェブ
サイト「READYFOR」で2020年9月に行ったクラウドファンディングは、
総勢179の個人・団体の皆様から目標額を大幅に上回る2,340,000円（CF期間
終了後の寄附も含む）のご支援をいただき、プロジェクト成立となりました。
　子どもの頃に親の投票に同行した経験のある人は、有権者になってから投
票率が高いという調査もあり、家庭や地域での主権者教育の習慣化が重要で
す。吉野作造記念館では、職員によるオリジナル人形劇を通じて選挙や投票
を学ぶ「親子で楽しむ子ども投票体験」イベントを開催し、ご好評をいただ
いてきました。人形劇をベースとしたこの絵本をご家庭でお子さんに読み聞
かせ、楽しく選挙（みんなの意見で決める）の大切さを学ぶことを習慣化し
てもらい、未来の有権者を育んでほしいと願っています。
　刊行は2021年7月を予定しています。

社会課題解決
「みやぎチャレンジプロジェクト」
ご協力ありがとうございました！

　宮城県共同募金会（赤い羽根共同募金）による「みやぎチャレンジ
プロジェクト」は、さまざまな社会課題の解決にとりくむ県内の団体
が、活動 PRと活動資金の寄附募集を行うものです。
　NPO法人古川学人では令和2年度に続き「博物館を子どもたちの社
会性を育む拠点に」をテーマに同プロジェクトに参加し、令和2年12
月1日～ 3年2月28日の募集期間に716,430円のご寄附を頂きました。今
後も地域、社会、未来のため取り組んで参りますので、ご協力をお願
い致します。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人
理
事
長
の
佐
藤
俊
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
よ
り
当
法
人
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
法
人
で
は
昨
年
度
、
吉
野
作
造
記
念
館
開
館
25
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
親
子
で
選
挙

に
親
し
み
、
未
来
の
有
権
者
を
育
て
る
絵
本
の
製
作
・
出
版
」
を
企
画
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
多
く
の
皆
様
よ
り
目
標
額
を
大

幅
に
上
回
る
ご
支
援
を
頂
戴
し
、
予
定
通
り
本
年
中
に
出
版
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

同
じ
く
昨
年
度
よ
り
宮
城
県
共
同
募
金
会
の
「
社
会
課
題
解
決
『
み
や
ぎ
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』」
に
、「
記
念
館
を
社
会
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
社

会
性
を
育
て
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
多
く
の
ご
支
援

を
賜
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
ま
な
ら
な
い
部
分
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
芸
術
コ
ン

ク
ー
ル
」
な
ど
新
た
な
事
業
を
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
本
年
度
以

降
も
継
続
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に
顔
の
見
え
る
範
囲
を
越
え
て
ご
協
力
を
呼
び
か
け

る
活
動
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て
新
た
な
挑
戦
で
も
あ
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
予
想
よ
り
も

は
る
か
に
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
は
る
か
に
大
き
な
ご
期
待
が
記
念
館
そ

し
て
当
法
人
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
望
外
の
喜
び
と
申
し
上
げ
る
よ
り

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
な
ら
び
に
個
人
の
皆
様
も
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
先
行
き
の
見
え
難
い
大
変
な
状
況
下
に
も
関
わ
ら
ず
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
、
重
ね
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ど
ん
な
困
難
な
環
境
下
で
も
「
利
他
の
心
」
を
大
切
に
し
活
動
し
た
吉
野
作
造
博
士
の
ご

遺
志
を
心
に
期
し
て
、
市
民
の
た
め
の
「
民
主
主
義
の
学
び
の
場
」
を
つ
く
る
と
い
う
当
法

人
の
活
動
理
念
は
揺
ら
ぎ
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
っ
て
私
ど
も
の
活
動
は
支

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
高
配
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

○NPO法人古川学人にご寄附いただいたみなさま（2020年4月1日～2021年3月31日）
　　　東出　光世　様　　松田　　茂　様　　髙橋　利昭　様　　宮﨑　継雄　様　　岡本　泰彦　様
　　　黒田　英雄　様　　秋山　真一　様　　長尾　　資　様　　二郷　成子　様　　岩佐　弘一　様
　　　佐藤　廣善　様　　横山　寛勝　様　　平野　　博　様　　古内　　毅　様　　諸岡　敏裕　様
　　　永澤　汪恭　様　　吉村　敏之　様　　松田　美宏　様　　瀧田　典子　様
　　　氏名非公表ご希望　12件

合計　136,000円
○「みやぎチャレンジプロジェクト」にご寄附いただいたみなさま（2020年12月1日～2021年2月28日）
団体　株式会社リフレッシュかむろ　様　株式会社古川土地　様　株式会社大崎グリーンエナジー　様
　　　株式会社アクアライト台町　様　　古川ガス株式会社　様　吉野先生を記念する会　様
　　　特定非営利活動法人ハッピィート大崎　様　　　　　　　　茶房クレイン　様
個人　髙橋　利昭　様　　三塚　義信　様　　佐々木公明　様　　武藤秀太郎　様　　二郷　成子　様
　　　髙橋　久之　様　　佐藤　俊明　様　　氏家　　仁　様
　　　氏名非公表ご希望  9件（3団体・6個人）

合計　716,430円
○絵本『ケロッキーブーとおおきなあな』出版クラウドファンディングにご協力いただいたみなさま
個人・団体　179件

合計　2,340,000円
※クラウドファンディングへご協力いただいたみなさまのお名前は、絵本巻末に紹介されます。

ご寄附のお申し込み・お問い合わせ
　吉野作造記念館　☎　0229-23-7100　Fax　0229-23-4979　Mail　yoshino-npo.fg@blue.ocn.ne.jp
記念館ウェブサイト（NPO事業について）
　https://www.yoshinosakuzou.info/npo-2（寄附フォームへのリンクがあります）

御　

礼

　

吉
野
作
造
記
念
館
指
定
管
理
者

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
古
川
学
人

理
事
長　

佐　

藤 　

俊　

明
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高
等
学
校
向
け
特
別
授
業・

出
前
講
座

　

選
挙
権
の
拡
大
と
国
民
の
政
治
意
識

の
向
上
は
、
吉
野
作
造
の
生
涯
の
テ
ー

マ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
記
念
館
で
は
県

内
の
高
等
学
校
な
ど
と
協
力
し
、
選

挙
権
拡
大
の
歴
史
や
、
選
挙
を
通
じ

て
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
の
意
義
を

学
ぶ
主
権
者
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
は
３
校
で
授
業
を
行
い

ま
し
た
。

NPO法人古川学人「３つの作造<つく>る」 人づくり ―主権者教育―

泉館山高等学校２年生（11月20日）泉館山高等学校２年生（11月20日）

仙台第三高等学校2年生（3月17日）仙台第三高等学校2年生（3月17日） 古川学園高等学校3年生（12月4日・8日）古川学園高等学校3年生（12月4日・8日）

12
月
13
日主

催
：
公
益
財
団
法
人　
　
　

明
る
い
選
挙
推
進
協
会

共
催
：
総
務
省　
　
　
　
　
　

　

公
益
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進

協
会
が
主
催
す
る
「
若
者
リ
ー
ダ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
）」
が
、
吉
野
作
造
記
念
館
を
会
場

に
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
31
年
の
統
一

選
、
令
和
元
年
の
参
院
選
で
示
さ
れ

た
、
若
者
の
投
票
率
の
さ
ら
な
る
低
下

傾
向
を
踏
ま
え
、
博
物
館
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
よ
る
主
権
者
教
育
の
取
り
組
み
事

例
を
学
び
、
若
者
に
対
す
る
常
時
啓
発

事
業
の
図
る
こ
と
が
テ
ー
マ
で
す
。

　

吉
野
作
造
記
念
館
の
氏
家
仁
館
長
、

小
嶋
翔
主
任
研
究
員
が
「
博
物
館
施
設

を
活
用
し
た
主
権
者
教
育
―
地
域
社

会
・
公
教
育
と
の
連
携
―
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
ほ
か
、
選
挙
啓
発
活
動
の

現
状
報
告
、
意
見
交
換
会
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
小
規

模
の
開
催
な
が
ら
、
選
挙
啓
発
に
取
り

組
む
学
生
団
体
な
ど
も
参
加
し
、
活
発

な
議
論
と
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
る
い
選
挙
推
進
協
会

若
者
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

氏家館長は、博物館・記念館を主権者教育に活用する意義、
学校との協力などについて報告。

小嶋研究員は、特別支援学校や幼児向けの主権者教育の実
践に関する成果と課題などを報告。
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1
月
31
日

吉
野
作
造
生
誕
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

今
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
氏
家
仁
館
長
に
よ
る
「
吉
野
作
造
の
思
想
と
活
動
の

可
能
性
」
と
題
し
た
記
念
講
演
に
続
き
、「
第
３
回
お
お
さ
き
社
会
貢
献
大
賞
」
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
よ
り
良
い
社
会
を
目
指
す
若
者
の
活
動
を
顕

彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
２
０
２
０
年
度
は
４
組
の
応
募

が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
を
経
て
各
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
お
さ
き
社
会
貢
献
大
賞 
最
優
秀
賞

宮
城
県
松
山
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
１
〜
３
年
生
30
名

　

松
山
高
校
家
政
科
の
生
徒
に
よ
る
ク
ラ
ブ
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
マ
ス
ク
不
足
を
み
て
、
地
域

の
た
め
布
マ
ス
ク
の
製
作
と
寄
贈
を
決
め
る
。

作
業
は
臨
時
休
校
明
け
の
６
月
よ
り
週
１
〜
２

回
の
ペ
ー
ス
で
行
い
、
着
け
心
地
な
ど
に
も
配

慮
し
つ
つ
作
成
。
寄
贈
先
は
家
政
科
被
服
コ
ー

ス
の
作
品
展
会
場
で
も
あ
る
鳴
子
の
玉
造
荘
、

松
山
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
ほ
か
希
望
の
あ
っ

た
企
業
な
ど
。
現
在
保
育
実
習
先
の
保
育
園
へ

の
寄
贈
の
た
め
製
作
作
業
を
続
け
て
い
る
。

館長講演「吉野作造の思想と活動の可能性
―市民のための吉野作造記念館の未来―」
　吉野作造の思想と活動を現代に継承し発展させるた
めの記念館の取り組みと今後の可能性を述べました。

最
優
秀
賞

「
マ
ス
ク
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

宮
城
県
松
山
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ

１
〜
３
年
生
30
名

《
講
評
》
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

と
マ
ス
ク
不
足
と
い
う
社
会
全
体
の
ニ
ー
ズ
を
い

ち
早
く
察
知
し
て
、
家
庭
ク
ラ
ブ
全
体
に
呼

び
か
け
て
、
自
分
た
ち
の
学
習
成
果
を
社
会

に
還
元
し
よ
う
と
い
う
志
を
も
っ
て
、
マ
ス
ク

を
製
作
し
、
近
隣
、
関
係
す
る
団
体
や
機
関

に
届
け
ま
し
た
。
こ
の一
連
の
継
続
的
な
取
組

は
、
社
会
に
明
る
い
兆
し
や
元
気
を
与
え
て
い

ま
す
。
高
校
生
の
取
組
は
周
囲
を
も
巻
き
込

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
な
繋
が
り
を
も

た
ら
し
て
お
り
、
大
変
高
く
評
価
で
き
、
今

後
に
つ
い
て
も
新
し
い
取
組
に
続
く
よ
う
に
大

い
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

古
川
学
園
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
40
名

《
講
評
》
地
震
、
台
風
、
大
雨
と
いっ
た
自
然

災
害
が
続
く
中
、
今
回
の
台
風
19
号
災
害
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
困
っ
て
い
る
人
た
ち

に
寄
り
添
い
、「
地
域
の
力
に
な
り
た
い
」
と

い
う
志
を
も
っ
て
片
付
け
作
業
に
尽
力
し
た

こ
と
は
、
多
く
の
被
災
者
の
み
な
ら
ず
、
社

会
全
体
へ
の
力
強
い
励
ま
し
に
な
り
ま
し
た
。

硬
式
野
球
部
で
培
っ
た
体
力
や
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
や
思
い
遣
り
の
気
持

ち
を
発
揮
し
た
こ
と
は
、
他
の
高
校
生
の
み

な
ら
ず
、
多
く
の
市
民
に
、
こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。
大
い
に
評
価
で
き
、
今
後
の
活
躍
に
期

待
し
ま
す
。

奨
励
賞

「
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

〜
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」

大
崎
市
立
古
川
第
五
小
学
校
６
年
生
147
名

《
講
評
》
小
学
校
６
年
生
が
下
級
生
を
リ
ー

ド
す
る
模
範
的
な
取
組
と
し
て
、
被
災
地
域

が
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
「
ス
マ
イ

ル
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
総
合
学
習
の

中
で
語
り
合
い
、
活
動
を
話
し
合
っ
た
結
果
、

熊
本
県
の
豪
雨
災
害
支
援
募
金
を
し
よ
う
と

い
う
志
と
募
金
収
集
の
活
動
は
、
小
学
生
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
他
者
への
思
い
遣
り

の
精
神
は
多
く
の
市
民
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。

市
役
所
に
届
け
た
こ
と
は
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
大
い
に
評
価
で
き
、
今
後
に
も
期
待
し

ま
す
。

大
崎
市
立
古
川
中
学
校　

３
年
生

若
見 

桃
花 

さ
ん

《
講
評
》
捨
て
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
の
活
動
は
全

国
的
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

と
い
う
状
況
で
の
制
限
さ
れ
た
中
で
の
活
動
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
困
難
な
課
題
に
個
人
で

挑
戦
す
る
志
は
立
派
で
評
価
に
値
し
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
の
目
立
っ
た
実
績
や
成

果
に
は
な
か
な
か
繋
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
新
し
い
世
界
、
時
代

に
お
い
て
、
多
く
の
人
々
や
機
関
と
の
繋
が
り

を
改
め
て
作
り
直
し
て
い
く
挑
戦
的
な
取
組

に
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

優
秀
賞

「
台
風
19
号
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

努
力
賞

「
動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

「
マ
ス
ク
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
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12
月
11
日

第
2
回　

吉
野
作
造
記
念
弁
論
大
会

（
第
7
回　

宮
城
県
高
等
学
校
弁
論
大
会
）

　
　
　
　
　
　
　

主
催
：
宮
城
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

　
　
　
　
　
　
　

共
催
：
宮
城
県
教
育
委
員
会　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
古
川
学
人

　
　
　
　
　
　
　

主
管
：
宮
城
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
弁
論
専
門
部

　
　
　
　
　
　
　

後
援
：
大
崎
市
教
育
委
員
会　

河
北
新
報
社　

大
崎
タ
イ
ム
ス
社

　

今
年
度
も
吉
野
作
造
記
念
館
を
会
場
に
宮
城
県
高
校
生
弁
論
大
会
が
開
催
さ
れ
、

９
校
13
人
の
高
校
生
た
ち
が
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

吉野作造特別賞「生命の都を守る」
中川守都さん（宮城農業高校２年）

優良賞「困難を乗り越えて」
齋藤大輝さん（加美農業高校２年）

最優秀賞「自分らしく生きる」
井崎英里さん（仙台二華高校2年）

優秀賞「『他人事』から『自分事』へ」
髙橋菜乃花さん（築館高校2年）

そ
の
他
弁
士
・
演
題

三
品
美
紅
さ
ん
（
宮
城
農
業
高
校
２
年
）

「
も
っ
と
寒
く
な
れ
！
」

葛
西
祐
依
さ
ん
（
聖
和
学
園
高
校
２
年
）

「
想
い
は
手
紙
で
」

二
瓶
瑠
優
奈
さ
ん
（
小
牛
田
農
林
高
校
１
年
）

「
大
切
な
人
へ
の
感
謝
」

佐
々
木
理
人
さ
ん
（
古
川
学
園
高
校
２
年
）

「
変
わ
ら
な
い
温
か
さ
で
」

福
島
七
海
さ
ん
（
小
牛
田
農
林
高
校
２
年
）

「
平
等
な
目
を
持
つ
」

藤
原
瑞
姫
さ
ん
（
築
館
高
校
１
年
）

「
あ
な
た
の
言
葉
に
責
任
を
」

松
岡
恋
乃
美
さ
ん
（
柴
田
農
林
川
崎
校
１
年
）

「
部
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
」

天
野
拓
朗
さ
ん
（
角
田
高
校
２
年
）

「
人
の
役
に
立
つ
こ
と
」

市
川
七
海
さ
ん
（
角
田
高
校
２
年
）

「
名
も
な
き
家
事
に
気
付
く
こ
と
」

《
講
評
》
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
社
会
の
変
化
や
、
情
報
化
社
会
に
お
け

る
人
間
関
係
の
あ
り
方
な
ど
、
現
代
の
世
相
を
反

映
し
た
弁
論
が
多
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
で
し
た
。

中
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

問
題
点
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
、
言
葉
そ
の
も
の

が
持
つ
力
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
、
あ
る
い
は

自
死
の
問
題
に
踏
み
込
ん
だ
も
の
な
ど
、
弁
士
の

皆
さ
ん
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
、
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
論
じ
て
く

れ
ま
し
た
。
総
じ
て
今
大
会
は
、
言
葉
の
大
切
さ

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。〈
中
略
〉

　

最
優
秀
賞
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」（
井
崎
英

里
・
宮
城
県
仙
台
二
華
高
等
学
校
二
年
）
は
、
自

身
の
障
害
を
「
個
性
」
と
見
て
「
自
分
ら
し
く
生

き
る
」
と
い
う
姿
勢
を
論
じ
、
特
に
日
常
の
何
気

な
い
や
り
と
り
の
中
に
潜
ん
で
い
る
様
々
な
言
葉

の
力
に
つ
い
て
深
く
考
察
し
た
点
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
優
秀
賞
「『
他
人
事
』
か
ら
『
自
分
事
』

へ
」（
髙
橋
菜
乃
花
・
宮
城
県
築
館
高
等
学
校
二

年
）
は
、
介
護
を
家
庭
内
の
問
題
に
と
ど
め
ず
、

学
校
や
地
域
で
の
学
習
活
動
に
結
び
つ
け
な
が
ら

広
い
視
野
で
考
察
し
、
そ
れ
を
同
世
代
の
高
校
生

に
対
す
る
呼
び
掛
け
と
し
て
表
現
し
た
点
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
優
良
賞
「
困
難
を
乗
り
越
え
て
」

（
齋
藤
大
輝
・
宮
城
県
加
美
農
業
高
等
学
校
二
年
）

は
、
自
身
の
障
害
を
逆
手
に
と
り
、
行
き
詰
ま
っ

た
時
こ
そ
逆
に
好
機
と
見
て
、
自
身
の
学
び
の
機

会
と
し
た
り
、
将
来
の
職
業
を
展
望
し
た
り
す
る

と
い
う
考
察
の
深
ま
り
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
吉
野
作
造
特
別
賞
「
生
命
の
都
を
守

る
」（
中
川
守
都
・
宮
城
県
農
業
高
等
学
校
二
年
）

で
す
が
、
こ
の
賞
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
に

お
け
る
世
論
の
リ
ー
ダ
ー
・
吉
野
作
造
の
精
神
に

ち
な
み
、
民
主
主
義
、
人
権
問
題
、
地
域
貢
献
、

国
際
平
和
な
ど
、
社
会
的
・
人
類
的
広
が
り
を
持

つ
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
弁
論
に
対
し
て
特
に
贈

ら
れ
ま
す
。
今
回
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
実
践
か
ら
将

来
社
会
を
具
体
的
に
展
望
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
な
か
っ
た
弁
士
の
皆
さ
ん
も
、
い
ず

れ
も
内
容
の
充
実
し
た
弁
論
で
し
た
。
今
後
も
こ

う
し
た
機
会
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
高
校
生
活
、
ま
た
そ
の
後
の
人
生

に
役
立
て
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
氏
家　
　

仁
・
審
査
員
長
）
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月
2
日
・
12
月
2
日

常
設
展
示
室
展
示
替
え

　

吉
野
作
造
記
念
館
で
は
、
年
に
二

回
、
常
設
展
示
資
料
の
入
替
を
行
っ
て

い
ま
す
。
写
真
は
12
月
か
ら
展
示
し
て

い
る
吉
野
作
造
色
紙
「
先
王
克
謹
天

戒
」。
展
示
室
入
口
す
ぐ
の
レ
リ
ー
フ

に
な
っ
て
い
る
吉
野
直
筆
の
書
で
す

が
、
今
回
は
そ
の
原
典
資
料
を
展
示
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
見

比
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

資
料
調
査

10
月
29
日　

後
藤
新
平
記
念
館

２
月
26
日　

橋
場
氏
宅
（
古
川
稲
葉
）

企
画
展
オ
ン
ラ
イ
ン
音
声
ガ
イ
ド

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
企
画
展
「
災
害
と
復
興
の

第
７
回 

吉
野
作
造
研
究
賞

　

吉
野
作
造
記
念
館
で
は
、
吉
野
作
造

が
終
生
後
進
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

た
こ
と
に
鑑
み
、
若
手
研
究
者
の
育

成
・
奨
励
を
目
的
と
し
た
研
究
賞
を
設

け
て
い
ま
す
（
隔
年
）。
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
第
７
回
の
審
査
結
果
は
次
の

通
り
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
最
優

秀
賞
の
贈
賞
式
・
受
賞
者
講
演
会
は

２
０
２
１
年
秋
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

最
優
秀
賞

●

熊
谷
英
人
『
フ
ィ
ヒ
テ　
「
二
十
二

世
紀
」
の
共
和
国
』（
岩
波
書
店
、

２
０
１
９
年
２
月
）

●

古
田
拓
也
『
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル

お
お
さ
き
近
現
代
史
」
で
は
、
お
客
様

ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
聴
く
こ

と
が
で
き
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
音
声
ガ
イ

ド
」
を
試
験
導
入
し
ま
し
た
。

マ
ー
の
政
治
思
想
―
ロ
ッ
ク
が
否
定

し
た
王
権
神
授
説
』（
岩
波
書
店
、

２
０
１
８
年
８
月
）

優
秀
賞

●

渡
部
亮
「「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の

政
党
化
構
想
の
ゆ
く
え
―
社
会
民

衆
党
の
「
議
会
主
義
」
に
注
目
し
て
」

（『
史
学
雑
誌
』
２
０
１
９
年
８
月
）

●

松
本
洵
「
初
期
議
会
自
由
党
の
〈
党

議
〉
―
議
会
制
度
下
に
お
け
る
一

体
性
の
模
索
」（『
国
家
学
会
雑
誌
』

２
０
１
９
年
10
月
）

研
究
発
表
・
執
筆
活
動

研
究
発
表
・
講
演
等

●

氏
家
仁
「
博
物
館
施
設
を
活
用
し
た

主
権
者
教
育　

地
域
社
会
・
公
教
育

と
の
連
携
―
①
博
物
館
の
あ
り
方
／

②
高
校
教
育
と
の
連
携
」（
公
益
財

団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
、
若

者
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
〈
北
海
道

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
〉、
２
０
２
０
年
12

月
13
日
、
於
吉
野
作
造
記
念
館
）

●
小
嶋
翔
「
博
物
館
施
設
を
活
用
し
た

主
権
者
教
育　

地
域
社
会
・
公
教
育

と
の
連
携
―
③
特
別
支
援
学
校
対
象

の
主
権
者
教
育
／
④
幼
児
・
児
童
対

象
の
主
権
者
教
育
」（
同
右
）

論
文
・
史
料
紹
介
等

●

小
嶋
翔
（
分
担
執
筆
）、
日
本
思
想

史
事
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
思
想

史
事
典
』（
担
当
範
囲
：「
吉
野
作
造

と
新
人
会
」、
丸
善
出
版
株
式
会
社
、 

２
０
２
０
年
４
月
）

●

小
嶋
翔
「
地
域
の
博
物
館
を
民
主

主
義
の
拠
点
に
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

古
川
学
人
が
主
権
者
教
育
に
取
り

組
む
理
由
」（『V

oters

』
57
号
、

２
０
２
０
年
８
月
）

●

小
嶋
翔
「
吉
野
作
造
の
市
民
社
会
論

と
女
性
の
社
会
参
画
―『
婦
人
公
論
』

の
論
説
を
中
心
に
」（『
吉
野
作
造
研

究
』
17
号
、
２
０
２
１
年
４
月
）

●

小
嶋
翔
「〈
史
料
紹
介
〉
吉
野
作
造

原
稿
「
魂
の
共
感
」（
１
９
２
２
年
）

及
び
そ
の
裏
面
―
荒
井
陸
男
君
渡
欧

後
援
会
会
員
募
集
／
賛
育
会
婦
人
後

援
会
主
催
観
劇
会
」（
同
右
）

●

佐
藤
弘
幸
「
未
来
の
有
権
者
を
育
て

る
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」（『
月
刊
選
挙
：
選

挙
や
政
治
に
関
す
る
総
合
情
報
誌
』

73
巻
10
号
）

●

佐
藤
弘
幸
「〈
史
料
紹
介
〉
橋
平
酒

造
店
関
係
資
料
（
一
）
―
佐
々
木
忠

右
衛
門
関
係
書
簡
―
」（『
吉
野
作
造

研
究
』
17
号
、
２
０
２
１
年
４
月
）
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新収蔵資料紹介
吉
野
作
造
原
稿
「
魂
の
共
感
」

（
大
正
11
年
）

　

吉
野
作
造
が
、
谷
崎
潤
一
郎
の
小

説
「
或
る
調
書
の
一
節
」（
１
９
２
２

年
）
へ
の
感
想
を
記
し
た
も
の
で
、
雑

誌
『
文
化
生
活
』
１
９
２
２
年
１
月
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
内
容

は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
直
筆

原
稿
は
初
め
て
入
手
し
ま
し
た
。
興
味

深
い
こ
と
に
こ
の
原
稿
は
、
吉
野
の
友

人
の
画
家
・
荒
井
陸
男
の
後
援
会
会
員

募
集
の
チ
ラ
シ
や
、
吉
野
が
理
事
長
を

務
め
た
賛
育
会
の
事
業
チ
ラ
シ
を
裏
紙

に
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

『
吉
野
作
造
研
究
』
17
号
の
史
料
紹
介

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
２
０
２
０
年
6
月
購
入
）

関
東
大
震
災
支
援
物
資
の
荷
札

（
大
正
12
年
９
月
３
日
）

　

関
東
大
震
災
発
生
か
ら
２
日
後
の
９

月
３
日
、
荒
雄
村
（
現
・
大
崎
市
古
川

寄贈資料一覧（令和2年4月～令和3年3月）
•井上ひさし『秘本大岡政談　井上ひさし傑作時代短篇コレクション』他3点 井上事務所
•『近代仙台研究会第5回発表会報告集』 菅野　恭彦氏
•ダイヤル式電話機 大益三樹子氏
•『宮城県の文化財～美術工芸品②書跡・典籍／古文書・古碑／考古資料／歴史資料～』 宮城県教育委員会
•井上ひさし『井上ひさし発掘エッセイ・セレクション　社会とことば』他2点 岩 波 書 店
•『宮城の歴史地理教育』27号 宮城県歴史教育者協議会
•古田義弘『仙台領に生きる郷土の偉人伝―明治・大正・昭和の人』 古田　義弘氏
•お惣菜栄養番附表（『主婦之友』18巻2号附録） 千島　優子氏
•河上肇書幅「落葉」（贈原鼎）他1点 原　　節子氏
•『没後10年記念　井上ひさし展―とにかく書くのが楽しかった―』 市川市文学ミュージアム
•小川荘六『心友　素顔の井上ひさし』 小川　荘六氏
•東京府（編）『大正震災美績』他1点 後藤　彰信氏
•1964年東京オリンピック入場券（陸上競技）他2点 菅原　一也氏
•『Voters』No.57 公益財団法人明るい選挙推進協会
•『社会文学』第52号 金野　文彦氏
•伊丹信祐『キリスト教的ヒューマニスト―栗原基の生涯―』 伊丹　信祐氏
•鈴木利幸氏旧蔵古書・雑誌・新聞　計166点 鈴木　寿郎氏
•『北の歴史から』第2号 大平　　聡氏
•平澤庄蔵宛吉野作造書簡（1914年9月13日）他8点 斎藤　重光氏
•『現代哲学辞典［初版］』 菅原　正則氏
•『東京人』No.431 都 市 出 版
•『月刊選挙』第73巻第10号 都道府県選挙管理委員会連合会
•後藤乾一『国際主義の系譜―大島正徳と日本の近代―』他1点 後藤　乾一氏
•『会報』第153号他1点 東京大学学生キリスト教青年会
•都築勉『おのがデモンに聞け　小野塚・吉野・南原・丸山・京極の政治学』 吉 田 書 店
•『ＤＶＤ付　学研まんが　NEW日本の歴史11　大正デモクラシーと戦争への道～大正時代・昭和時代前期～』 学研プラス
•村井良太『市川房枝―後退を阻止して前進―』 村井　良太氏
•『新潟県中越大震災と史料保存（1）長岡市立中央図書館文書資料室の試み』他8点 長岡市立中央図書館文書資料室
•関東大震災支援物資の荷札2枚（早坂与兵衛、荒雄村江合区民56人） 橋場　弘尚氏
•竹中英俊、土方正志（編）『佐左木俊郎探偵小説選Ⅰ』他1点 竹中　英俊氏
•畑毛田園懇話会資料 立花　靖弘氏
•泉病院友の会『第19集「語り継ぐ戦争体験」』他2点 小磯　清光氏
•『旬刊しほがま［復刷版］』 吉田　瑞生氏
•「大正デモクラシー」再検討の会（編）『「大正デモクラシー」の総合的研究』他1点 田澤　晴子氏

江
合
な
ど
）
の
名
士
・
早
坂
與
兵
衛
と

地
域
住
民
56
名
が
支
援
物
資
を
発
送
し

た
際
の
木
製
荷
札
。
與
兵
衛
は
10
貫

（
約
37
・
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
分
の
物
資
、

住
民
は
大
根
漬
・
キ
ュ
ウ
リ
漬
な
ど
日

持
ち
の
す
る
食
料
を
送
っ
た
よ
う
で

す
。
物
資
は
宮
城
県
の
赤
十
字
支
部
を

通
じ
て
東
京
の
震
災
救
護
事
務
局
へ
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
で
は
東

北
か
ら
被
災
地
に
支
援
が
届
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
郷
土
資
料
で

す
。
今
回
、
全
17
枚
中
２
枚
を
当
館
へ

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
２
０
２
１
年
２
月
寄
贈
）

　

令
和
２
年
度
新
た
に
当
館
収
蔵
品
と

し
て
登
録
さ
れ
た
資
料
は
計
１
０
２
点

と
な
り
ま
し
た
。

新資料102点の目録を大崎市
教委に提出（3月16日）
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2020年度の行事一覧（出前講座等を含む）
2020年 参加者数

4月15日～ 5月11日 新型コロナウイルス感染予防の為、館内利用制限

6月2日 常設展示室展示替え

7月29日 歴史講座「災害と向き合う人々－災害はどう伝えられたか－」（講師：後藤彰信氏） 15名

7月29日 吉野作造記念館電子展覧会　公開スタート

8月25日～ 10月16日 〈巡回パネル展〉古川学園中学校・高等学校

8月31日～ 9月30日 絵本製作クラウドファンディング

9月8日～ 9月12日 博物館実習 3名

9月10日・12日 学芸員体験（友の会会員限定イベント）

9月27日 郷土史講座「県庁所在地時代の登米について―みやぎの明治村を探る―」（講師：後藤悦雄氏） 11名

10月14日 石巻文化探訪バスツアー 15名

10月23日 〈巡回パネル展〉古川工業高等学校

10月27日 〈見学〉大崎市保健推進委員会 29名

10月6･11･27日・
11月1日 基礎講座「吉野作造の文章を読んでみよう」全4回（講師：氏家仁館長・佐藤弘幸学芸員） 31名

11月1日～ 29日 おおさき芸術コンクール　チャリティ展覧会＆クイズラリー 883名

11月20日 〈主権者教育〉泉館山高等学校2年生 285名

11月22日 おおさき芸術コンクール　表彰式 24名

12月1日 常設展示室展示替え

12月4日・8日 〈主権者教育・見学〉古川学園高等学校普通科総合コース3年生 124名

12月11日 第7回宮城県高等学校　兼　第2回吉野作造記念弁論大会 43名

12月12日 NPOキッズ教育支援事業　Synapse40市民フォーラム 20名

12月13日 明るい選挙推進協会若者リーダーフォーラム（主催：公益財団法人明るい選挙推進協会） 12名

2019年12月14日～
2020年12月28日 井上ひさし展2020スタンプラリー in 吉野作造記念館 4,112名

2021年 参加者数

1月17日～ 3月28日 企画展「災害と復興のおおさき近現代史」 647名

1月29･30･31日 入館無料 85名

1月31日 吉野作造検定　事前講座（講師：小嶋翔研究員） 8名

1月31日 吉野作造生誕記念イベント　第3回おおさき社会貢献大賞表彰式 32名

2月～ 3月 吉野作造検定 11名

2月9日 〈出前講座〉宮城いきいき学園（講師：氏家仁館長） 18名

2月18日 企画展関連防災ワークショップ「日ごろの備え大丈夫‼『聞いて・作って災害に役に立つ』」
（講師協力：社会福祉法人大崎市社会福祉協議会古川支所） 15名

2月18日 〈出前講座〉仙台明治青年大学（講師：小嶋翔研究員） 42名

2月28日 企画展関連講座「地域の文化財を災害から守る―東日本大震災後の歴史資料レスキュー―」
（講師：佐藤大介氏） 16名

3月14日・28日 企画展関連講座「関東大震災、社会を揺らす」全2回（講師：後藤彰信氏） 31名

3月17日 〈主権者教育〉仙台第三高等学校2年生 120名

3月17日 吉野作造検定（古川工業高等学校1年生） 116名

通年 ラウンジを活用した健康増進事業（共催：NPO法人ハッピィート大崎）

2020（令和2）年度吉野作造記念館事業へボランティア協力をいただいた皆さま
・宇津木浩恵様（人形劇『ケロッキーブーシリーズ』制作協力）
・高橋　憲夫様（記念館周辺の美化活動）
・パレットおおさき様（企画展音声ガイド制作協力）
・社会福祉法人大崎市社会福祉協議会古川支所様（防災ワークショップ講師協力）

　心より御礼申し上げます
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入館者・会場貸し出し・売上
入館者数

会場使用料

メディアでの紹介：57件

（グッズ販売）物品販売
（刊行物販売）

有　料　入　館　者 無　　料
入 館 者

総入館者
合　　計一　　　般 高　校　生 小・中学生 合　計個　人 団　体 個　人 団　体 個　人 団　体

４ 月 7 0 0 0 1 0 8 52 60
５ 月 16 13 0 0 0 1 30 114 144
６ 月 31 7 1 0 0 0 39 117 156
7 月 63 7 1 0 1 0 72 285 357
８ 月 61 19 1 0 0 1 82 196 278
９ 月 58 10 1 0 2 1 72 251 323
10 月 71 7 1 0 0 0 79 260 339
11 月 89 32 0 0 0 0 121 762 883
12 月 45 9 1 0 0 0 55 402 457
１ 月 29 6 0 0 0 0 35 298 333
２ 月 51 8 0 0 0 0 59 309 368
３ 月 56 6 2 0 3 0 67 532 599
合 計 577 124 8 0 7 3 719 3,578 4,297

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
使用料金 0 2,100 3,780 32,208 16,992 8,064 4,534 17,016 27,480 12,576 17,016 11,064 152,830

書　　籍　　名 売　上
川原次吉郎編『古川余影』 2,400
吉野作造記念館編
『大正デモクラシーの旗手　吉野作造』 31,680

赤松克麿編『故吉野博士を語る』 3,000
千葉真弓『蒼色の眼差し』 1,500
『吉野作造研究』（研究紀要）
創刊号～第15号 29,108

『吉野作造記念館所蔵資料目録（2012
年度版）』 4,074

『東アジア文化交流叢書』　創刊号 2,037
合　　　　　　計 73,799

グ　ッ　ズ 売　上
テレフォンカード 0

ポストカード 4,500

一筆箋 8,640

クリアファイル 49,140

オリジナルコーヒー 93,060

合　　　　　　計 155,340

総　　　　　　計 229,139

8月 8日 河 北 新 報 「わたしの『大切』表現しよう
―中高生らの絵画・写真募集」

8月25日 河 北 新 報 「ゆかいなことを東北から
―井上ひさし没後10年―⑤憲法」

9月26日 朝 日 新 聞 「民主主義の大切さ学ぶ絵本を」

12月15日 大崎タイムス 「13人が熱弁振るう　
古川で県高校弁論大会」

1月18日 河 北 新 報 「先人災害関わり知って　大崎で企画展」

2月 4日 大崎タイムス 「おおさき社会貢献大賞
最優秀賞に松山高家庭クラブ」
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2020年度 アンケート集計結果
2020（令和2）年度に実施したアンケート内容の一部をご紹介いたします。
当館では常時ご意見・ご感想等を受け付けておりますので、お気軽に声をお寄せください。

●集計数　86名 （内訳：企画展、講座、各種講演会） ※2021年3月31日時点
お住まいは
どちらですか？

大崎市内
50%

宮城県内
45%

宮城県外
5%

年代を
教えて下さい。

60代
44%

70代以上
30%

10代～30代
15%

50代
7%

40代
3%

無回答 1%

催事情報を
何で知りましたか？

当館からの
案内
58%

広報誌・
新聞
13%

チラシ等
9%

その他
12%

知人紹介
　　3%

SNS・
ホームページ

5%

内容について。

満足
74%

普通
18%

無回答
8%

お客様からのご意見・ご要望および改善・対策　※抜粋お客様からのご意見・ご要望および改善・対策　※抜粋
●東日本大震災より10年の今こそ、時宜を得た講座だった。やはり歴史的な検証を通して（特に公的な検
証）今後の防災を考えたい。 （歴史講座→ P5）

●栗原市の高清水に住んでいますが、地元の歴史をよく知らないことが残念です。このような講座がもっと
あったらいいですね。 （郷土史講座→ P5）
●吉野の文章に触れ、その考え方を学ぶ機会を嬉しく思います。文章の漢字は難しい語句があり、辞書を引
きながら読みました。知ることは楽しいものです。ありがとうございました。 （基礎講座→ P5）

●生徒の頑張りを評価してくれる場があると励みになります。コロナ対策もしっかりされていてよい会場だ
と思いました。 （生誕記念イベント・社会貢献授賞式→ P11）
●館長さんの講話は分かりやすく、大変良かったです。広く深く知識を得ることができます。
　 （生誕記念イベント→ P11）
●楽しく学べる企画だった。防災クロスロードは色々な面で考えられてよかったです。
　 （防災ワークショップ→ P6）
●歴史資料は災害が起こる度に失われる危険性がある。消滅の不安が消えないことがよくわかりました。古
き資料を保存する社会が、今後各地で生まれたら、今までの苦労が役立つと思う。このような活動は大切
ですね。 （企画展関連講座→ P6）

●映像で吉野作造の思想の作られ方が見られて、よかった。今私たちの平和の基盤がこうして作られたので
すね。 （常設展示室）
●古川近辺に吉野作造記念館の場所の標識が少し足りないです。

☞ご不便をおかけいたしております。市などと協議の上対応を検討いたします。

●トイレの照明が暗くて怖い。

☞申し訳ございません。入口照明を明るいものに交換をいたしましたが、施設の構造上これ以上の改善は難
しいと思われます。何卒ご理解のほどお願い申し上げます。
●常設展示室の映像にキャプションを入れてはどうですか。聞くだけでは意味を誤解する方もいるのではな
いでしょうか。

☞常設展示室映像は本来、中央スクリーン上段の壁3面に本編映像とは別に字幕等が映る仕様でした。しか
し2011年の東日本大震災以降全てのプロジェクターが使用不能となり、現在は（株）チバミン様のご寄
附により復旧された中央スクリーン1台のみで上映しています。映像については現在字幕の追加・新規作
成など方法を検討中です。ご不便をおかけいたしておりますが、何卒ご理解のほどお願い申し上げます。
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政
治
の
歴
史
的
背
景
や
、
政
治
に
関

わ
っ
た
歴
史
上
の
人
物
を
た
ど
る
こ
と
で

今
の
政
治
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
グ
ラ
フ
や
表
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
日

本
の
若
者
は
政
治
的
な
関
心･

興
味
、
ま

た
社
会
貢
献
に
つ
い
て
関
心
が
世
界
の

国
々
と
比
べ
て
と
て
も
低
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
実
際
、
私
自
身
も
今
の
日
本

の
政
治
に
つ
い
て
興
味･

関
心
は
低
い
方

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
日
本
の
将
来
に
つ

い
て
興
味
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
今
の
日
本
の
政
治
体
制
に
魅
力
を
感

じ
ず
、
自
ら
が
政
治
に
関
わ
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
18

歳
に
な
り
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る
年
と

な
っ
た
の
で
こ
れ
を
機
に
自
分
が
政
治
を

動
か
す
と
い
う
考
え
を
持
つ
ま
で
は
い
か

ず
と
も
、｢

政
治
に
関
わ
る｣

と
い
う
意

識
を
持
て
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
泉
館
山
高
２
年　

瀬
戸
風
花
さ
ん
）

　

若
者
の
投
票
率
が
減
っ
て
い
る
の
は
、

少
子
高
齢
社
会
の
現
代
で
人
口
に
格
差
が

あ
る
た
め
、
ま
た
、
本
当
に
い
い
政
治
を

見
て
こ
な
か
っ
た
た
め
に
社
会
に
失
望
し

て
投
票
の
意
味
を
見
い
だ
せ
て
い
な
い
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

投
票
し
な
け
れ
ば
さ
ら
に
高
齢
者
に
有
利

な
社
会
に
な
り
、
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

に
な
ら
な
い
た
め
に
も
私
た
ち
若
者
に
は

政
治
を
監
視
し
、
理
解
し
、
積
極
的
に
参

加
す
る
責
任
が
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。
投

票
に
は
必
ず
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
泉
館
山
高
２
年　

坂
本 

凜
さ
ん
）

　

選
挙
の
仕
方
な
ど
の
内
容
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、
選
挙
に
関
す
る
歴
史
か
ら
選
挙

に
つ
い
て
深
く
学
ん
だ
。
質
問
を
自
分

で
も
考
え
な
が
ら
話
を
聞
い
て
い
た
が
、

知
っ
て
い
た
も
の
も
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
。
も
う
一
度
歴
史
を
さ
ら
う
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ス
の
演
説

の
言
葉
か
ら
平
等
選
挙
に
な
っ
て
か
ら
100

年
し
て
や
っ
と
女
性
の
政
治
活
動
が
活
発

に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
、
平

等
選
挙
が
当
た
り
前
で
な
い
こ
と
を
忘
れ

ず
に
来
年
選
挙
を
迎
え
た
い
と
思
う
。

（
泉
館
山
高
２
年　

石
原
茉
凜
さ
ん
）

　

日
本
の
高
校
生
が
将
来
に
あ
ま
り
明
る

い
イ
メ
ー
ジ
が
無
い
と
い
う
の
が
私
も
分

か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
少
子
化
に
よ

る
年
金
の
負
担
額
や
日
本
の
国
債
返
済
な

ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
が

残
っ
て
い
て
、
更
に
増
え
続
け
て
い
る
と

い
う
の
を
聞
く
と
、
明
る
い
思
考
に
は
な

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
私
達
が

政
治
に
参
加
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
問
題

も
改
善
に
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
の
を
考

え
る
と
、
選
挙
権
を
持
っ
た
ら
き
ち
ん
と

投
票
し
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
講
師
の
方
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
地

域
の
ニ
ュ
ー
ス
が
何
度
も
話
題
に
挙
が
り

ま
し
た
が
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
内

容
を
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
の
が
あ
っ
た

の
で
、
選
挙
を
す
る
に
あ
た
っ
て
先
ず
は

地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
地
域
の
問
題
を
知

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
泉
館
山
高
２
年　

青
木
伶
依
さ
ん
）

　

吉
野
作
造
が
唱
え
た
民
本
主
義
は
、
日

本
だ
け
で
な
く
中
国
に
も
影
響
を
与
え
た

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
最
初
は
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
考
え
を
諦
め
ず
に
世

論
に
発
し
続
け
た
吉
野
作
造
は
素
晴
ら
し

い
と
思
っ
た
し
、
今
の
世
の
中
に
も
し
っ

か
り
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
吉
野
作
造
は
自
国
に
と
ら
わ
れ
ず
、

キ
リ
ス
ト
教
や
中
国
な
ど
の
様
々
な
こ
と

を
学
ん
で
、
民
本
主
義
と
い
う
考
え
に
た

ど
り
着
い
た
の
だ
と
私
は
考
え
ま
し
た
。

私
も
広
い
視
野
を
持
ち
、
自
分
の
こ
れ
か

ら
の
生
き
方
へ
の
参
考
と
な
る
も
の
を
見

つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
偉
大
な

人
の
過
去
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
良

か
っ
た
で
す
。

（
古
川
学
園
高
３
年 

小
川
結
実
さ
ん
）

　

吉
野
作
造
の
革
新
的
な
政
治
に
対
す
る

考
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の
日
本

が
創
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
教
科
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
だ

け
で
な
く
、
記
念
館
の
資
料
を
実
際
に
見

学
す
る
と
、
多
く
の
人
た
ち
が
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
に
関
わ
り
、
新
し
い
日
本
の
政

治
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
天
皇
主
権
で
あ
る
こ
と
を
否

定
し
な
い
考
え
方
と
国
民
を
平
等
に
政
治

に
参
加
さ
せ
る
両
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
れ

た
か
ら
こ
そ
、
世
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の

校
外
学
習
で
日
本
史
に
対
す
る
興
味
が
と

て
も
深
ま
り
ま
し
た
。

（
古
川
学
園
高
３
年 

武
藏　

彩
さ
ん
）

　

今
回
、
吉
野
作
造
記
念
館
に
行
っ
て
、

私
の
地
元
で
あ
る
古
川
で
生
ま
れ
育
っ
た

吉
野
作
造
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
記
念
館
の
方
の
話
を
聞
い
た
り
、

資
料
を
見
学
し
た
こ
と
で
、
吉
野
作
造
が

今
の
私
た
ち
の
政
治
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
吉
野
作
造
が

の
こ
し
た
「
常
に
正
し
き
を
求
め
る
」
と

い
う
言
葉
が
心
に
残
っ
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
古
川
第
一
小
学
校
の
後
輩
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
政
治
や
選
挙
に
た
い
し
て
関

心
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
来
年
に
は
選
挙
が
あ
る
と
聞
い

た
の
で
、
自
分
の
頭
で
誰
に
投
票
す
る
か

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
古
川
学
園
高
３
年 

佐
々
木
斗
哉
さ
ん
）

　

吉
野
作
造
記
念
館
を
見
学
し
て
み
て
、

吉
野
さ
ん
の
民
本
主
義
の
考
え
は
ど
れ
も

国
民
目
線
で
考
え
ら
れ
て
い
て
、
全
て
自

分
だ
け
で
な
く
他
者
に
向
け
て
考
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
し
た
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し

い
思
想
を
持
っ
た
偉
人
が
自
分
た
ち
の
地

元
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
今
日
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
吉
野
さ
ん
は
と
て
つ
も
な
い
努

力
を
し
て
思
想
を
広
め
、
多
く
の
苦
労
を

越
え
て
今
の
民
主
主
義
の
基
本
を
作
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
方
で
本
当
に

や
さ
し
い
気
持
ち
を
持
っ
た
方
な
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
自
分
も
吉
野
さ
ん
の
よ

う
に
相
手
を
思
い
や
り
、
自
分
の
意
見
を

は
っ
き
り
言
え
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

（
古
川
学
園
高
３
年 

金
野
佳
希
さ
ん
）

学生のみなさんのご感想　　　　　　主権者教育・見学会などの後に
頂いたご感想を紹介します。
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吉野作造記念館友の会のご案内

〈
学
生
の
み
な
さ
ん
の
ご
感
想　

続
き
〉

　

宮
城
県
が
生
ん
だ
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
中
心
的
存
在
、
と
い
う
文
脈
で
吉
野
作

造
の
事
を
知
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

詳
し
い
思
想
や
生
涯
に
つ
い
て
は
知
る
こ

と
が
今
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
民
本

主
義
と
い
う
考
え
や
そ
れ
に
至
る
ま
で
の

経
緯
は
そ
れ
ら
を
し
っ
か
り
知
っ
て
い
な

い
と
掴
め
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
主
権
者
と
な
る
自
覚
を
持
ち
、

社
会
の
こ
と
を
体
系
的
に
学
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

（
仙
台
第
三
高
２
年
）

　

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
先
駆
者
で
あ
る

吉
野
作
造
の
民
本
主
義
の
考
え
を
聞
い

て
、
現
代
の
私
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

も
あ
る
の
だ
と
感
じ
た
。
吉
野
作
造
が
説

い
た
、「
人
民
の
た
め
」
で
「
人
民
に
よ

る
」
政
治
は
果
た
し
て
現
代
で
行
わ
れ
て

い
る
の
か
、
改
め
て
自
分
自
身
で
考
え
、

行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。
来
年
、

選
挙
権
を
持
つ
私
た
ち
が
ど
う
日
本
を
担

い
、
動
か
し
て
い
く
の
か
選
挙
を
通
し
て

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
仙
台
第
三
高
２
年
）

　

若
者
の
投
票
率
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
で

あ
る
の
で
若
者
の
投
票
率
が
上
が
っ
て
も

全
体
に
し
め
る
割
合
が
ひ
く
い
の
で
私
た

ち
の
声
が
届
く
の
か
不
安
で
す
。
も
う
す

ぐ
18
歳
に
な
る
の
で
よ
く
調
べ
て
投
票
し

た
い
で
す
。

（
仙
台
第
三
高
２
年
）

令和2年度　吉野作造記念館友の会
2020.04～ 2021.03  ( 会員数 29名 )

市民大学講座 開催講座数：13講座（石巻バスツアー含む）
コロナ禍のなかご参加いただき、誠にありがとうございました。

《歴史講座》
　7月29日　講師：後藤　彰信　氏
《郷土史講座》
　9月27日　講師：後藤　悦雄　氏
《基礎講座》
　10月6日・11日（2講座）
　　講師：佐藤　弘幸　当館学芸員
　10月27日・11月1日（2講座）
　　講師：氏家　仁　当館館長
《生誕記念講演》
　1月31日　講師：氏家　仁　当館館長
《企画展関連講座》
　2月18日（防災ワークショップ）
　　講師協力：社会福祉法人大崎市社会福祉協議会古川支所
　2月28日　講師：佐藤　大介　氏
　3月14・28日（２講座）
　　講師：後藤　彰信　氏

フィールドワーク
石巻文化探訪バスツアー　10月14日

　復元船サン・ファン・バウティスタ号（2021年3月末に公開
終了）を見学し、先人の偉業を学びました。
　また、石巻ニューゼ（震災伝承施設）見学では、震災当時
の体験談を聞き、復興への思いを新たにしました。
　昼食は新鮮な海鮮丼！とても美味しかったです。

友の会事務局

学芸員体験会　9月10日・12日
　友の会会員対象に初めての試みとして、学芸
員実習生（大学生）といっしょに資料撮影作業
の体験をしていただきました。

2021年度 吉野作造記念館友の会会員（市民大学）募　集　中
身近な施設で学んでみませんか？
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記念館からのお知らせ

新型コロナウイルス対策に伴う
利用制限等について

２０２０（令和２）年度　ＹＯＳＨＩＮＯサポーター

吉野作造記念館 利用案内

開館時間　9：00 ～ 17：00（入館は16：30まで）
入館料（常設展） 入館料（企画展）

一 　 般 320円（260円） 500円（400円）
高 校 生 220円（160円） 300円（200円）
小・中学生 100円（80円） 200円（100円）
※（　）内は20名以上の団体料金

休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
（12月29日～ 1月3日）、臨時休館日
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編集・発行　吉野作造記念館
　　　　　　特定非営利活動法人古川学人
〒989‒6105　宮城県大崎市古川福沼1－2－3

Tel 0229‒23‒7100　Fax 0229‒23‒4979
Mail yoshino-npo.fg@blue.ocn.ne.jp
https://www.yoshinosakuzou.info/

　吉野作造記念館では令和3年4月1日現在、新型コロナウ
イルス感染予防のための措置として下記の利用制限を行っ
ています。利用者の皆様におかれましては、何卒ご理解・
ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

展示の見学に関して
•お名前・ご連絡先・ご体調などに関する確認書にご記入
いただきます。

会場の貸出に関して
•研修室は最大40名、講座室は15名までとなります。
•参加者情報の事前提出および当日の体調確認をお願いい
たします。定員を超える場合、不特定多数を対象とした
内容の場合は貸出不可となります。

※上記は4月1日現在の対応となります。最新の状況につ
きましては当館ウェブサイトをご参照いただくか、当館
までお問い合わせください。

北都開発様・七十七銀行様よりご寄附
（1月26日）

　デスクトップパソコン、ノートパソコン、プロジェク
ター各1台（計40万円相当）を吉野作造記念館にご寄附い
ただきました。北都開発の渡辺俊社長は「記念館の主権者
教育や志教育に役立ててほしい」とのことでした。
　両社に深く御礼申し上げます。

2021（令和3）年度　行事案内
4月18日（日）
小峰隆夫氏（第21回読売・吉野作造賞受賞）講演会
「経済政策の歩みを考える－平成経済からコロナ危機まで」
※オンライン講演会となります。
5月5日（水）
こどもの日★ちいさなイベント
・人形劇動画「ケロッキーブーと宝箱」
・アニメ上映
・みんなのメッセージ　など

人形劇「ケロッキーブー」は
YouTubeでも

お楽しみいただけます！

㈱北都開発　㈱美研　㈱氏家建築設計事務所　古川信用組合　我妻建設㈱　㈱チバミン　㈲千田清掃
内藤印刷㈲　賛育会　㈱佐藤酸素　㈱村田工務所
ツクイ古川　遊山社　㈱池月道の駅　古川ガス㈱　㈲アクセス　（一社）みやぎ大崎観光公社
㈲三塚タイヤ　㈲若見自動車整備工場


